
初回フィッティングを受け入れる 

際の課題 

補聴器の普及率は、特に軽中等度の難聴を患う方々を

対象とした場合、過去 9 年間にわたり増加してきまし

た。この事実にも関わらず、難聴であることが確認さ

れた顧客が初めて難聴に気づいてから補聴器を購入

するまでに 3 年以上待つ場合があることが、引き続き

データから明らかになっています(EuroTrak、英国、

2015 年)。補聴器の受容において初回フィッティング

は重要です。顧客が増幅機能を初めて体験する機会に

なるからです。初回フィッティングが成功するかどう

かは、より良い外観、快適性、音質、聞くための努力、

実生活での体験までに及ぶ多くの変動要因に左右さ

れます。音質に関しては、特に高音域の難聴を患う方

は高周波数帯の利得を得るのが難しいと感じる場合
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があります。この波長の音を聞きとるのに不慣れに

なっているからです。こうした音は、初回フィッティ

ングで「極度に甲高い音」または「金属的な音」と判

断されるおそれがあります。同時に顧客は、静寂下で

も騒音下でも難聴を補い良好なことばの理解を得る

ために、高周波帯域の適切な利得を必要とします。優

れたことばの理解を可能にしながら、初回フィッティ

ングで快適な音質を提供し、増幅機能を受け容れやす

くすることが大切です。聴覚専門家にとっては、顧客

が増幅機能に適応する意思をもってクリニックを出

て、終日喜んで補聴器を装用するようになることが重

要です。事実、補聴器の満足度は装用期間と正の相関

関係があることがわかりました(Kozlowski 等、2017

年)。 

 

 

基準研究から得られた重要な所見 

ドイツ、オルデンブルグの聴覚センターで 2017 年 12

月および 2018 年 3 月に行われた基準研究では、フォ

ナック オーデオ B90-312補聴器および競合他社の補聴

器を使用して、顧客の初回フィッティングの受け容れ

やすさおよび語音明瞭度を比較しました。軽中等度の

難聴を患う初めての装用者 20 人を募り、各製造元の

フィッティングソフトウェアのデフォルト設定を用い

て補聴器のフィッティングを実施しました。幾つかの

重要な結果が明らかになりました。オーデオ B90-312

補聴器の初回フィッティング時に、「甲高い」音への

苦情が競合他社の補聴器よりも多くありました。競合

他社の補聴器と比較すると、オーデオ B は 3 kHz を

超える周波数帯域で 5～8 dB の利得が余分に増幅され

ていました。最初の診療時に騒がしいショッピングセ

ンターへ案内した後、2 週間の自宅試用を行ったところ、

オーデオ B が選好されました。これは、ステレオズー

ムおよび適応サウンドリカバー2 を含む、オーデオ B に

固有の機能による可能性があります。発話テストでは、

2 つの補聴器間でことばの理解に関して有意差は見ら

れませんでした。この結果は、実際の使用環境での複

雑な聞こえの環境において、初回フィッティングと語

音明瞭度の双方で快適性を感じることが、 

新しい顧客にとって重要であることを示しています。

従って、初回フィッティングが成功するかどうかは、

聴覚専門家のクリニックでの静寂下のみならず、多様

な環境要因に左右されます。日常の生活を構成する複

雑でダイナミックな聞きとり環境において、聴覚専門

家は、卓越したことばの理解と共に、初回フィッティ

ングでの高い満足度をどのように達成できるでしょう

か。答えは、新しい補聴器装用者を対象とする強化さ

れたアダプティブ フォナック デジタル(APD)初期計算

です。 

 

 

初回フィッティング用の強化されたアダ

プティブ フォナック デジタル初期計算  

APD は、2000 年に誕生し、広範囲の補聴器ポートフォ

リオの最適なフィッティングを目的としてフォナック

により開発されたフィッティング処方式です。この処

方は、損傷した聞きとりの音圧関数を正常な音圧関数

に当てはめた処方ルールです。APD は、290 人の被験

者を対象とする 16,889個の音圧評価に基づいています

(Latzel 等、2013 年)。APD は、市場からのフィードバッ

ク研究と競合他社の分析に基づき、初回フィッティン

グにおける最高の受容度を目的とし、継続的に改善さ

れてきました(Biggins 等、2016 年)。APD では、他の因

子の中で、多様な難聴の構成、トランスデューサの測

定、顧客の年齢、不快な音圧レベル(UCL)、および入力

した音響パラメーターを考慮しています。APD は、

Phonak TargetMatch を用いて外部の検査室で検証する

こともできます。APD ではフィッティング プロセスの

最適な開始点が得られ、顧客のニーズに応えて良好な

微調整を実施できます。APD には、次の 3 つの最適な

利得レベルがあります。(1)初めての装用者を対象とす

る 80%の標的利得(0～3 カ月間経験)、(2)経験豊かな装

用者を対象とする 90%の利得(3～12 カ月間経験)、およ

び(3)長期間にわたる装用者を対象とする 100%の利得

(12 カ月を超える経験)。強化された APD 初期計算では、

甲高い音に関する報告を低減するため、初めての装用

者を対象に 3 kHz を超える高音域を緩和し、同時に優

れたことばの理解を維持します。新しい APD 初期計算

には、フォナック ターゲット ソフトウェア内の初回

フィッティングで、フィッター(フィッティング実行者)

が[初めての装用者]を選択することによりアクセスで

きます。初めてのフィッティングを作成する場合、こ

の設定が推奨されます。高音域の音を聞きとるのに慣

れていないことが多い新規装用者の過敏な反応に、専
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用の初期計算で対処します。この高音域の音は、難聴

を補うために必須です。経験豊かな装用者および長期

間にわたる装用者を対象とする初期計算は、DSL およ

び NAL などの認められた他の処方式と同様に、変更さ

れていません。 

 

 

強化されたフォナックの初期計算を検証

する研究の証拠 

上記で考察した基準研究の後、2018 年 4 月にオルデン

ブルグの聴覚センターで 2 番目の研究を実施し、新し

い初期計算と従来の初期計算を比較検証しました。 

61 歳から 80 歳までの軽中等度の難聴を患う初めての

装用者20人が、デフォルトのフォナック ターゲット ソ

フトウェア(微調整無し)を使用して、新しい装用者を対

象とする強化された APD 初期計算でフィッティング

を実施しました。音圧、甲高い音、自身の声の自然性、

聞くための努力、およびフィッターの診療所やショッ

ピングセンターでの主観的なことばの理解に関して、

自発的にコメントを記載してもらいました。語音明瞭

度に関するテストも実施しました。結果は、卓越した

語音明瞭度を維持しながら、初めてのフィッティング

に対する満足度を上昇させる目標を裏付けました。と

りわけ、フィッターの診療所内でフィッターの声の甲

高さが有意に改善され(p=<0.05)、新しい装用者による

最初の受け入れやすさが改善されたことが明確になり

ました(図 1)。 

 

図 1:  従来および新しい APD 初期計算を使用した、フィッターの診療所内

の顧客自身の声およびフィッターの声の「甲高さ」の評価  

騒がしいショッピングセンター内での音圧評価も有

意な改善を示しました(p=<0.05) (図 2)。 

 
図 2: 従来および新しい APD 初期計算を使用した騒がしいショッピングセ

ンター内での音圧評価 

 

重要なことに、発話テストで測定されたように、静寂

下および騒音下で従来の事前計算と新しい初期計算

の間に有意な差は存在せず、語音明瞭度の低下は見ら

れませんでした(図 3 および図 4)。 

 

 
図 3: 従来および新しい初期計算を使用し、ドイツ語のことばを使用した

静寂下のテスト「WAKO」における語音明瞭度のパーセンテージ 
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図 4: 従来および新しい初期計算を使用し、ドイツ語のことば  

Gösa を使用した騒音下のテストにおけることばの受け入れやすさの閾値

(dB SNR) 

参加者による自発的なコメントも調査しました。分析

では、参加者が従来の事前計算よりも新しい初期計算

を好むことが明らかになりました。これは新しい初期

計算の方が初回フィッティングを受け入れやすいこ

とを意味しています(図 5)。  

 

 
図 5: ショッピングセンターでの「従来」対「新規」初期計算を選好した

参加者の数 

 

 

長期間の聴覚パフォーマンスはどうで

しょうか。 

 

聴覚専門家にとっての長期的な目標は、利得レベルを

100%に引き上げること、および後に微調整の変更に

要する努力を最小にするため顧客のニーズを聞くこ

とにより、長期間の聴覚パフォーマンスを最大化する

ことです。この方法で、ことばの理解が確実に最大に

なります。この目標は、フォナック ターゲットで利用

できる自動順応マネージャー機能を有効にすること

で達成されます。この機能により、顧客の補聴器を選

択期間に目的の 100%まで自動的かつ徐々に増加する

か、聴覚専門家がフォローアップの診察時に手動で実

施できます。 

 

 

オーデオ マーベル補聴器は、フォナック

開発製品のうち、初めての装用者にとって

初回フィッティングを最も受け容れやす

くする設計です 

ドイツ、オルデンブルグの聴覚センターで実施したこ

の 2 つの試験結果から明白になったのは、新しい装用

者を対象とする強化されたフォナック APD 初期計算

により、静寂下および騒音下で卓越した語音明瞭度を

維持しながら、快適性を改善し甲高い音への苦情を低

減することで、秀逸の音質が、ファーストフィットか

ら提供可能であることです。初回フィッティングにお

いて快適性を実現し、同時に現実世界で卓越した聴覚

パフォーマンスを可能にする目標は達成されました。

この事実は、長期装用者の顧客が満足するために重要

です。この研究所見に基づき、強化された事前計算は

マーベルのプラットフォームを用いてフォナックの補

聴器に有効に組み入れられました。オーデオ マーベル

補聴器は、フォナック開発製品のうち、初めての装用

者にとって初回フィッティングを最も受け容れやすく

する設計です。 
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